
金
海
古
蹟
志
巻
十

し
。
故
に
愛
に
略
す
。

O
藩
士
放
鷹
侮
鯖

慶
長
十
七
年
十
月
十
七
日
歩
横
目
へ
の
ク
保
書
に
、
御
鷹
之
供
に
相

越
候
0

・
下
品
川
、
問
畠
立
毛
ふ
み
あ
ら
し
、
井
に
う
ひ
き
ち
ら
し
候
事
有
v

之
閑
敷
事
。
と
い
ふ
ん
γ

僚
を
載
せ
ら
れ
し
か
ど
、
放
路
は
悶
闘
を
奔

走
す
る
故
に
や
.
徴
陽
商
公
遣
事
に
、
微
妙
公
御
領
周
改
作
被
a
仰
付
-

時
分
・
百
姓
共
御
憐
感
被
a
岡
山
召
一
一
何
事
に
て
も
岡
地
方
之
儀
盤
候
は

ピ
存
知
可
=
申
上
・
曲
、
伊
藤
内
膳
・
前
問
七
郎
兵
衛
へ
御
設
有
v
之
。
共

段
申
渡
け
る
底
、
御
家
中
鰭
士
放
勝
之
事
、
回
畠
荒
駿
仕
難
路
之
趣

百
姓
共
奉
v
願
曲
、
則
態
御
鑓
け
る
成
、
醤
御
立
腹
被
‘
儒
v
在
.
耕
作
方

無
震
に
被
=
仰
付
-
度
御
索
意
‘
畢
覚
侍
之
成
立
、
御
用
に
相
立
所
a
思

召
一
か
ゃ
う
の
儀
御
許
容
に
不
ν
車
旨
被
=
仰
出
刊
と
あ
り
。
叉
藤
田
安

勝
筆
記
に
、
微
妙
公
小
松
御
在
披
の
頃
は
.
初
稲
の
時
分
竹
田
市
三

郎
・
古
近
左
近
杯
鷹
野
に
罷
出
、
則
稲
を
切
候
て
罷
蹄
、
御
前
へ
持

出、

E
の
漣
へ
鷹
協
同
に
罷
出
取
傘
候
由
申
上
.
入
=
御
覧
吋
御
手
に
御
取

歩
成
候

τ、
資
入
の
鉢
を
御
覧
被
ν
遊
‘
普
惑
の
や
う
す
何
角
御
意

被

vF成
、
御
誠
に
相
詰
罷
在
十
村
共
へ
も
御
見
せ
、
様
子
御
聞
被

v

遊
。
と
あ
り
。
賭
士
の
鹿
野
は
.
放
騰
は
兎
遊
狼
た
り
し
か
ど
、
右

三
筒
屋
版
の
六
用
集
に
は
瑞
雲
寺
塔
中
と
載
せ
た
り
。
然
る
に
安
永

九
年
九
月
一
・
寺
住
職
相
願
、
同
年
十
月
許
可
あ
り
て
.
是
よ
り
本
寺

瑞
雲
寺
と
同
等
の
一
・
寺
と
は
成
り
た
れ
ど
、
甚
だ
小
庵
に
て
、
坂
中

に
今
も
あ
り
。

O
長
谷
観
脅
堂

長
谷
院
の
本
象
也
。
此
の
観
音
は
、
元
瑞
雲
寺
に
安
置
せ
し
を
.
蘭

室
和
倫
観
音
堂
を
此
の
地
に
治
立
し
、
際
室
の
本
掌
と
す
。
故
に
長

谷
院
と
競
す
と
い
へ
り
。
金
津
三
十
三
所
観
音
頗
砲
歌
と
い
ふ
も
の

に
も
左
の
如
く
載
せ
た
り
。

一
番
慈
光
院
。
世
を
救
ふ
嘗
ひ
ぞ
深
・
き
慈
光
院
迷
ひ
の
や
み
を
照
ら

す
婚
し
さ
。

二
番
長
谷
院
。
一
聾
も
併
の
御
名
を
と
の
ふ
れ
ば
長
谷
院
に
ひ
ど
く

た
り
け
り
。

明
治
元
年
紳
働
混
漏
御
陵
止
に
付
き
‘
石
油
山
王
別
賞
慈
光
院
復
飾

し
‘
働
体
・
働
器
取
除
き
の
際
.
石
浦
山
主
の
本
地
働
十
一
面
長
谷

観
菅
原
議
官
・
寺
へ
、
同
前
立
の
観
音
は
奮
藩
寺
枇
奉
行
の
指
固

に
よ
り
て
長
谷
院
へ
移
し
た
り
。

原

町

。
欠

金
部
古
蹟
志
巻
十

五
O 

様
悶
困
の
容
鉢
を
も
見
る
べ
き
た
り
と
云
へ
り
。

。
大
乗
寺
坂

一
元
職
年
中
ま
で
此
の
坂
の
下
に
大
乗
寺
あ
り
し
故
に
、
坂
名
に
呼
べ

り
。
従
前
は
此
の
坂
路
の
間
怠
る
が
け
縁
に
町
家
数
戸
あ
り
し
か

ど
、
厳
藩
後
遺
々
家
屋
を
段
ち
、
明
治
十
九
年
に
出
羽
町
・
鷹
匠
町
・

欠
原
町
の
邸
地
、
陸
軍
結
局
所
の
練
兵
所
と
相
成
る
に
付
き
、
此
の
坂

路
を
鹿
せ
り
。

O
瑞
雲
寺
醤
地

此
の
寺
は
、
利
常
卿
の
時
ま
で
木
新
保
に
あ
り
し
底
、
落
の
用
地
と

成
り
、
小
立
野
大
衆
寺
坂
の
高
に
て
替
地
賜
は
り
、
夫
れ
よ
り
此
の

地
に
寺
あ
り
し
か
ど
‘
明
治
十
九
年
五
月
陸
軍
管
所
の
用
地
と
成

り
‘
向
年
秋
貧
困
寺
の
境
内
に
移
柑
押
す
。

O
大
震
寺
坂
長
谷
院

曹
洞
宗
也
。
営
寺
は
元
瑞
窓
寺
の
隠
居
地
な
り
。
延
賞
金
津
聞
に
、

長
谷
院
の
地
所
及
び
此
の
地
漣
を
ぽ
、
瑞
雲
寺
の
境
内
と
な
し
た

り
。
長
谷
院
を
ぽ
即
ち
瑞
雲
寺
隠
居
と
載
せ
た
り
。
長
谷
院
由
来
書

に
‘
元
和
七
年
瑞
雲
寺
三
代
蘭
室
和
倫
之
取
立
に
而
、
則
瑞
雲
寺
拝

領
地
之
内
に
罷
有
。
と
見
h
、
元
は
瑞
雲
寺
の
支
院
な
る
が
故
に
、

‘
1
ト

f
き
L

T

俗
に
が
け
と
呼
ぺ
り
。
此
の
地
は
大
衆
寺
坂
高
鷹
匠
町
の
末
が
け
鍬

遜
り
、
嫁
坂
・
中
坂
・
新
坂
商
よ
り
二
十
人
町
を
経
て
、
波
矯
寺
前
へ
出

づ
る
聞
の
片
原
町
を
呼
ぺ
り
。
此
の
地
は
、
小
立
野
の
町
地
よ
り
一

段
低
く
.
昔
は
荒
地
た
り
し
を
僅
に
築
き
出
し
1

小
家
を
建

τ
つ
ら

ね
し
所
た
り
し
か
E
、
明
治
十
九
年
五
月
出
mm
町
y

鷹
匠
町
の
邸
地

共
陸
軍
管
所
の
用
地
と
・
な
り
し
頃
‘
火
原
町
も
願
ひ
に
よ
り
嫁
坂
よ

り
以
西
は
悉
く
家
屋
を
段
ち
、
練
兵
所
の
地
内
と
成
り
た
り
。
按
守

る
に
、
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
付
に
、
笠
舞
新
坂
町
・
同
が

け
原
・
同
一
本
松
と
戟
せ
た
る
が
け
原
は
、
則
ち
此
の
欠
原
町
の
地

に

τ、
元
と
笠
舞
の
村
地
怠
る
に
よ
り
、
笠
緯
が
け
原
と
は
呼
ぴ
た

る
た
ら
ん
か
。
叉
が
け
原
町
と
い
ふ
名
は
、
も
と
が
け
片
原
町
の
略

掛
併
左
り
と
い
へ
り
。

O
片
原
町
偲
鰭

関
屋
政
審
古
兵
談
に
去
ふ
。
横
山
山
城
守
の
小
姓
に
渡
部
七
左
衛
門

と
去
ふ
者
あ
り
。
披
州
の
下
町
近
所
川
端
の
片
原
町
に
住
居
す
る

に
‘
或
夜
丸
つ
時
分
は
っ
し
り
と
云
ふ
脅
す
。
七
左
衛
門
目
覚
し
外

の
方
を
見
れ
ば
、
星
の
光
見
ね
た
り
。
異
た
事
と
思
ひ
、
下
帯
に
万

を
義
し
て
戸
口
の
方
へ
出
で
ん
と
す
。
盗
人
内
の
鉢
を
見
ん
矯
め
、
筒

五




